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如 ・ 多動性障害（Attention Deficit/　Hyperactivity
Disorders：以下、ADHD）が多く報告されており、日
本独自の様相を呈している。日本で開催された第31回







advocacy from the perspectives of clinical psychology. With the use of clinical and psychological
approachessuchasclinicaldrawings,thequestionnaireabouttraitsanddifficultiesrelatedtodevelop-


























沢崎，2015；篠田 ・ 沢崎 ・ 篠田，2015；石井 ・ 篠田 ・
篠田，2015、他）。その際、自己にかかわる諸側面が関
与し、その困難さが修飾されることも明らかとなった。


















































































































































































された（β =－.20,p<.001；R 2 =.04）

























を用いた。全 4 項目 3 件法で回答を求めた。
③ EQS（emotionalintelligencescale）日本語版（内













であった（β =－.2８,p<.01；R2 =.0８）。次に、AQ の 2



























認された（β =－.26,p<.001；R 2 =.07）
























必要となる。また、本研究では研究 1 と研究 2 として、
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成長の視点が欠かせないものと考え、自己にかかわる 3 側面（自己理解 ・ 自己決定 ・ 自己援助希求）か
ら臨床心理学的研究の手がかりを探索した。臨床描画、障害特性および困り感尺度、あるいは援助要請
尺度によるアプローチにより、潜在的な自己理解支援ニーズを明らかにし、キャリア開発につながる援
助的介入を試みた。本論では、その端緒として、学生の就労支援につながる、職業決定と障害特性との
関連を明らかにするため、大学生を対象に、発達障害傾向が職業未決定に与える影響を比較検討した。
ADHD、ASD いずれの傾向も注意の諸側面に関わる問題を介し間接的に作用し、さらに不安等の情緒的
問題に修飾されることで、職業決定は一段と難しくなることが示唆された。よって、就労へつながる移
行支援には自己決定プロセスへ認知 ・ 情緒面からの支援が重要となるものと考えられた。
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